
 

 
 

 

 

                  
 

 

 

 

東京大学名誉教授 宮島洋先生によるご講演録 

「税制と社会保障－年金を中心として－」のご案内 

 

 
去る5月31日（火）、公益社団法人日本年金数理人会（※）の特別講演会として、東京大学名誉教授の宮島

洋先生より「税制と社会保障－年金を中心として－」と題したご講演が行われました。内容は下記のとおり、社

会保障と税制の関係について、歴史的経緯や各国における状況などを含めて多面的に考察されたものであり、

非常に多くの示唆に富んだ内容となっております。今般、当講演の講演録が（公社）日本年金数理人会のホー

ムページに掲載されましたので、ご案内いたします。 

企業年金の税制については特別法人税が来年の3月末で課税停止期限が終了することから、今後、さまざま

な議論が行われることが想定されますが、参考となる内容も多く含まれており、ご一読されることをお勧めいたし

ます。 

 

＜主な内容＞ 

Ⅰ．日本の高齢化と財政、社会保障－1990年代以降の転位－ 

Ⅱ．社会保障公費財源としての付加価値税－歴史と仕組み－ 

Ⅲ．社会保障給付の課税－給付水準のマクロ国際比較－ 

Ⅳ．年金・退職金の課税原則と政策税制－包括所得税と支出税－ 

Ⅴ．給付付き税額控除と番号制－低所得者対策と所得把握－ 

 

＜ホームページリンク先＞ 

 http://www.jscpa.or. jp/l ibrary/pdf/kouenroku28.pdf  

 

 

 

（※） （公社）日本年金数理人会とは？ 

厚生年金基金、国民年金基金および確定給付企業年金の年金数理業務に携わる年金数理人を中心とする職能団体

です。1989 年 4 月に任意団体として発足し、1998 年 5 月の社団法人化を経て、2013 年 4 月からは公益社団法人に移

行して現在に至ります。年金数理人の資質の向上と品位の保持および年金数理の改善進歩を図ることを通じて、広く年

金制度の普及と発展に寄与し、国民の生活の安定と福祉の向上に役立つ事業を行うことを目的としています。 

第一生命グループからは副理事長を始めとして、47 人が会員となっています。 

詳細はホームページをご覧ください。http://www.jscpa.or . jp/ index.php  
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